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ごあいさつ

熊本蝶､>:装飾占墳館では、｜え成6ｲ|捜後期企IIII雌と

して「はにわの考占学」を開催します。

3111:紀水から7世紀にかけて、日本各地では前方後

｢'1埴を〃iめとして巨大な峨墓群が営まれています。弥

生時代の墳墓とくらべると、峨丘の火きさ、副葬1W!の

種類、髄、11tなど大きく変容していきます．また、古

埴の外に供えるものとしての「はにわ」が様々な種類

をもってi↑られていきました。

今II1Iの企画展では、現代に残された考占学lの遺物

としての「はにわ」に熊,IA(を当ててみました．

残された文字からでは、その時代の様ｲ:11を|､分に知

りえない今、「はにわ」は欠くことのできない資料だと

考えられています。

今IIII、衿関係機関の脇ﾉJをいただき、本企Ⅲ腱にお

いて各翻;:|,を腱示することができましたc様々な「は

にわ」をとおしてIIf埴に供えられた意味を砦えていた

だくとともに、「はにわ」の織りなす素朴な味わいを楽

しんでいただければと思います。

企i'l'1腱にあたりまして、IMII筋ﾉJいただいた関係各

機関､ifぴに関係得位にl'jX<御礼IIIしlげます。

熊本ⅨいX装飾古墳館

館侭 ！'ﾘ;ル武治

､|え成6イドll)13H
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あとがき

凡例

'I,s111:は熊本ﾘIい〉装飾IIijIIi雌､ド収6ｲI唆後!Ul企l'l'l"Iはにわの9･ ,'i''i::」の腱小|xl鰍とし-て価成しました

*IxI鰍と腱小の櫛成は部腿なることがあI)ますまた‘偶‘職'ﾉﾒ典は腱小,1,11の金てではなく、部参ど‘

奮料として猫城しているものがあ）ま-ケなお､会!W111;lこ部盗#:l･の腱小牌えをｲ『うことがあります

本|･xI緑はｲﾐ館'､)::幾課の脂導肋‘すのもと坂l l l太郎が執崎恢と職,i蝋を11II1しました

腱小の企l'i､腱小盗料､州||f'Ij骨典について多くの機|慨!な夢ﾉびに仙人のM1IM,;.､伽折導をいただきま岑た

巻水に‘弛し嘘謝の恵を火します

、
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はじめに

「はにわ」と聞いて、あなたはまず何を思い浮かべま

すか。tを握れて焼き上げた人形を想像した人は、こ

の腱小を見て楽しんでいただけるのではないでしょう

か。ここには、永い眠りから'＃,1めた様々な「はにわ」

たちが、静かにたたずんでいます。きっとこの部屋を

後にした時、これまでとは途った「はにわ」が見えて

くるはずです鰹それではしばし、現11t (うつしよ）を

離れてお楽しみ下さい。

･3･
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｜はにわ」とは漢'j雪で埴輪と評きます。職I;爵をひ

も解いてみると「埴」はしょくと読み、Ii'ifのこと

です。｜輪」はりんと読み丸い筒を意味します．この

様に、釉止で作られた円筒が「埴輪」なのです。こ

の埴輪が初めて朧史に職場してくるのは､720(養老
|几I) <Iに洲墓された『1 I本褐:紀』の!|1です。蝋~:犬
皇_ﾐｰ:ｲli（西ﾙf4年）皇后であったl l蕊酢媛姫が亡

『｡ 0 1． F

<なられた時、野兇宿禰が殉ﾀする人々の代わりに、

粘上で人や馬その他色々な物を竹って、陵堆に}kて

るよう上奏しています。この記述から、戦前は殉死

代川説が・般に信じられていました。しかし、この

税には幾つかの矛)M(があります。

ひとつには、殉死の風習が古峨の発掘から'jgi;IIで

きないこと。ふたつめは、初期のIIi戦において人や

鳩等の埴輪が発見されていないことです。では・体、

｢はにわのルーツ」はどこにあるのでしょうか。その

｜誰を解く鍵が実は岡lll県にあるのです。

展示盗料;ｴ)をご覧ください。

特殊器台と円筒埴輪

ここに、展示した盗料はIMIIIU,↓落合町'|1 l l l遺跡lll

土の｢特殊器台」と「特殊鑑」です.特殊器台とは、
弥生時代後期のlli術地ﾉJ~(現在の岡IIIﾘ,↓にあたる)で

作られた葬礼川の嗽を乗せる器台の鵜です。この地
口 上 夛 U･ ÷や

方では噛慕の蕊l)1祭として器台に乗せた'il;fを供献す

ることが略んにｲrわれていました。それが次第に火
、 1 ．

型化、儀器化されて、さらに器Iniに文様を施すよう

になっていきました。この特殊器台が畿内に伝わり、
|ji力後|'蛾の供献川として採川されたと悪･えられま

。← 2 』

す。この事は、初1ﾘlﾉ<和E椎の成立に11州地方のrl.

長が何らかの形で深く係わっていた事実を物語って

います。

この将殊器台はその後どのようにl'l筒埴輪へと変

化していったのでしょうか。腱小資料③をご覧〈だ
｡ § 骨

さい。これは熊本ﾘﾙl11鹿市にある装飾I｣1-埴としてｲl

名なチブサン11fll'illl12の111筒埴輪です。よく似た形

をしていますが、こちらにば文様が施されていませ

ん。また、 l li埴のIl1りに蠅燭を立てる様にお供えす

るため、j{|!めやすいように、下部に段が付いていま

せん。 ﾉj、特殊器台のﾉﾉ･は、「|肘<」ことを老･えて

いるために、倒れにくく、安定するように1,.部に段

が付いています。

この様な違いがあるにしろ､いずれも、｢お供え物」

としての意識があったことは間述いないと考・えられ

ます。

腱,j錨料;rをご覧ください。これは朝顔形｣直輪と

呼ばれるものです．この形は、腱小盗科①の上に腱

小資料②を采せた形が、簡lll骨化されて作られたもの

と誉えられます。

時期は違いますが、l'l'jﾉJの遺物に残されたI11じ想

いを感じ取っていただけたのではないでしょうか。

●中山遺跡について
（所在地岡山県真庭郡落合町西河内字中山）

け； と

中国山地の支脈標高163海あまりの緩やかな斜面に営まれた弥生時代
『 F ‘』

後期末から古墳時代初頭にかけての±曠墓群266基、箱式石棺墓3星、配

右篁6蟇、計275塁を数える－大墓域です.他に弥生時代中期後半の住居
跡や、古墳群等が確認されています。

また、谷を－つ隔てた所でゞ土堀墓群と同時期の集落が検出されており、

当時の集落と墓制を考える上で重要な遺跡です。

今回展示している特殊器台及び、特殊壷は±曠墓の上面より見つかった

もので、遺跡全体からみて土曠墓群全体の被葬者に対して供献されたもの

ではないかと報告されています。

●チブサン古墳について 中山遺跡全景
（所在地山鹿市城字西福寺）

山鹿市の西北、平小城台地の東端、北から南へ緩やかに傾斜するところにあります。装飾古墳として知られており6世紀前半に造

られたと考えられています｡墳形は前方後円墳で、主軸の長さ44腕後円部径23ﾙ、高さ7海を計ります。石室の構造は穫笑式石室で、
造り付けの菱龍若糟が納められています。この古墳からは右人や埴輪が見つかっており、葺石を持っています。この石人は､現在東
京国立博物館に収蔵されています。

。4．
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中山遺跡出土特殊壷展示資料廻

展示資料③中山遺跡出土特殊器台

■

展示資料④チブサン古墳出土朝顔形埴輪展示資料③チブサン古墳出土円筒埴輪

・5．

舜騨



鱈笥× ■第2鼠？■
_， . . ‘,｡ .』f ．. ･

･ﾊはにわの世界

I器材埴輪の出現

器材埴輪は円筒埴輪からやや遅れて作られ始めま

す。この頃はまだ人物埴輪はl1}現していません。'|1

でも、家形埴輪が数多く作られ飴めます。この埴'陥
・5.寺、2

は主に墳丘の上部に安侭された形で発見されること

が多いため、 部の学荷の間では、筒長の雑が1iriる

ものとして作られたと考えられています。ﾅ{例の!'！
f ，,音 『ぜ〃. ．

の幾つかでは、塊葬主体を取り岡むかのように、他

の器材埴輪(ji所、靱、II1W)聯と､itくられています
．」 ぞふ

しかし、中には戦丘の砺部の催り川しや,'iji'iから若

'離れた別区において検出される場合もあって、結

論は出ていません。
呂・ 鬼 ﾛ. 、fpf,

他には、さきにあげた届、靭、111冑、柵、膳、蓋
． F

ﾉ<ﾉj、椅了･等があﾄ)ます・

■カクチガ浦10号墳出土家形埴輪

腱〉J<盗料⑤をご覧ください。これは福|矧県伽11川町カクチガilli

1())州からlll -lした家形埴輪です，雌根のi雌は切愛式となって
います。当時の般の住1!身は殻などで屋根を‘いた驍災式似ilな
ので、この埴輪は』I1II＃の箇長が住んでいたi獅を膜したものと巻
えられます。垂水を染せ、罐を|ﾉLIﾉjに処し、窓状のものが確認で

きます。この埴輪は職l正上で兄つかっています。また'可【I蛾から
．』 弘、ゆ弓

は馬形埴輪も見つかっています。 展
示
資
料
験

■貝徳寺古墳出土横瓶形埴輪

腱,j鍜料⑥をご覧ください。これは柵渕県那珂川町貝伽芋Ili噛から
； 牙 ”ざ 8 党

川士した横瓶形埴輪です。須恵器の検瓶を模したもので、武具や儀式

に使う脚!の多いこの時期の器材埴輪としては珍しいものです。この

埴輪の他に、冠I附状のものを被I) 、入塾を顔面に施した人物埴輪と懲
水を乗せた切変式の家形埴輪がA1溝から見つかっています。

展
示
資
料
⑥

里冨

●カクチガ浦古墳群について
卦カクチガ浦10号墳全景

（所在地福岡県那珂川町松木字カクチガ浦）

那珂川町松原団地の南西の丘陵上に造られた古墳群で13塁が

確認されています。石室構造は横穴式石室で、 5世紀から6世

紀にわたって造られたと考えられています。その中の10号墳は

直径25海と群最大の円墳です。墳丘は2段になっていて、上段

には葺石が見られます。また、この古墳の墳丘上からは､罵形
0s '

埴輪と家形埴輪が検出され、群中でも、かなり有力な首長の墓
であると考えられています。

●貝徳寺古墳について 貝徳寺古墳全景し
（所在地福岡県那珂川町今光字宗石）

し九号‘,

那珂川町現安徳公園にあった前方後円墳です。石室は壊されていましたが、周溝が残っており、那珂ﾉ||Ⅲ｣呪女徳公国にあった罰万後門墳です。恒室は壊されていましたが、周溝が残っており、全長54海と推定されています。出土

遺物から5世紀後半に造られたと考えられています。周溝の中からは円筒埴輪をはじめ家形埴輪､薑横瓶形埴輪等、様々な埴輪が
見つかりました。その他に多量の人頭大の石が見つかりもとは墳丘の周りを葺石で護っていたものと考えられます。造られた当時、

-｡ 。,： ？ 虹

この古墳は円筒埴輪を周囲に巡らし、頂上にはこれらの形象埴輪群が置かれていたと思われます。

平野部に造られたこの古墳はその大きさや出土した遺物から、那珂川流域を支配していた首長の蟇ではないかと考えられます。

・6．
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Ⅱ人物埴輪の隆盛と祭り

5世紀後半にはいり、埴輪はさらにその種類を増

やしていきます。ここにきて、初めて蚕場するのが、

｢はにわ」と聞いて、みなさんがまず頭に思い浮かべ

る人物埴輪や猫、鹿あるいは馬等の動物埴輪などの

--群なのです。

古墳時代も中頃に入ると前ﾉj後|ﾘ埴を1'1心に、全

国で数多くの古墳が造られはじめます。それに伴い、

古墳には様々なものが供えられはじめます。近年発

掘調街が進み、「-tの埴輪」のみならず「水の埴輪」

や「行の埴輪」など各地で発見が相次いでおり、当

時の古墳の「祭り」の様j参・がかなり明らかにされて

きています。

ここでは、「祭り」の里要な主役であっただろう人

物埴輪群像についてその意味を考えてみましょう。

人物埴輪はその多くが蝋独で出tするのではなく、

群像として出土する場合が多いとされています。ま

た、それ以前の器材埴輪と違い、必ずしも、武具を

身にまとった埴輪だけで無く、巫女や蛍人、楽人、

農夫など様々な人々が磯場してきます。その解釈を

巡って幾つかの学説が唱えられています。その1-|｣の

幾つかについてご紹介してみます。
．‘:､ 酢 よ ‐ j､も .･L 、I! ､

まずは、「筒.長霊継砿儀礼」の様-j'･を表したものと

する説です。分かりやすく述べると新しい角.長が亡

くなった首長から技能集I寸|をはじめとした有形の財

雄のみならず、無形の遺産をリ|き継ぐ様J'･を人物埴

輪群で表現しているということです。古墳に集う人

々の衣装や持ち物から想像された解釈として枕めて

説得ﾉJのある説です。

次に、「もがり」説があげられます。「もがり」と

は亡くなった人を』1I!非する前に、仮の小膝を作って、

そこに安臘し、生前仕えていたように、先後も仕え
‘ & ．

ることにより、死巷の魂をこのIII:に呼び炭そうとす

る儀式のことですが、この様j'･を人物埴輪群で表し

たものではないかとする説です。

他にも｢葬ﾘ再現説｣や｢顕彰碑説｣､あるいは｢ﾉﾋ
二 0 ． ．・

前再現脱」弊ありますが、いずれも決定的な根拠は

見いだせないままです。

ご覧の皆様はここにたたずむ「はにわ」たちを兇

てと．うお考えでしょうか。それでは、imI々の埴輪を

･緒に観てｲjきましょう。

たちやまやき

●立山山古墳群について
（所在地福岡県八女市本字立山）

｡ ．－塁 ・・ も p 」 － 〃‘ 宙g

立山集落の北背後の丘陵上にある総数44皇に及ぶ円墳群です。他には周溝を持たない箱式石棺墓、石蓋土曠墓、木棺墓等あわせて11

塁確認されています。見つかった遺物からこの古墳群は5世紀前半に造られはじめ、 6世紀後半まで継続して造られていたと考えられ
4 4Lヶ

ています。中でも8号墳及び13号墳は他の古墳と比べて、特に大きく、埴輪や耳飾りなどの副葬品の多さからも、群中でもかなり有力

な首長の墓だと考えられています。

8号墳は直径34灯の大きさで石室構造は、単室の横穴式石室です。調査より前に盗掘されており、その時に副葬品の多くは失われた
。 → ? 』‐

と考えられますが、この古墳に葬られた人物の地位を推測させる垂飾付き耳飾りや、桂甲の小札などが見つかっています。ここからは

また、馬、人物、猪などの

形象埴輪も数多く出土して

います。この古墳は6世紀

前半に造られたと考えられ

ています。

13号墳は直径29師の大き

さで石室構造は、単室の横

穴式石室です。古墳に通じ

る道が西南の方向で見つか

っています。またこの道の

横の墳丘中から、墓前祭祀

に用いられたと考えられる

土器が60点余り出土してお

り、この土器などからこの

古墳は6世紀中頃に造られ

たと考えられています。ま

た、周溝内から多数の埴輪

が見つかっています。

禰
趣

一
一

T

型
、「

掴
0 30m

八女市立山山古墳群分布図

『八女市史』より抜粋
と

・7．



◆貴人たちが語りかけるもの◆

1If墳に並べられた多くの人物地輪で'|1,し､になるの

が、ここに紹介する災人像です。lif戦時代の人々に

とって、階級を示すものに美U:良（みずら）があり

ます。美リ良の中でも|､､げ芙鼎:良と呼ばれる髪形は

蛍人にのみ許されていたものとされています。

展示資料⑦をご覧ください。これは、「蝿に乗るl'i

人」と呼ばれているものです。鞍にまたがり蚊には
も､.,ﾒｩ 十・.ぅ‘

冠を被っており、美'､ﾉ良は貿人を象徴するl､.げ美.ﾘ：

良に糊んでいます。身にまとっているものはズボン
も｡ ,． 品 p‘ r f.‘3，J■

と,'&!われます。腰には環頚火ﾉJを雄し、鎧をしっか

りと蹄みしめる様は優雅なものです。腱,｣錨料⑧を

ご覧ください。これは、「|､↑飾りをつけ、みずらにゆ

った人物｜です。盗料⑦とliilじく｜､､げたリ典に髪を

",,lみ、頸にはﾄﾐ状のIYifiljりを掛けています。身にま

とう装束は、鉄製の板を-‘‘,柵で繋ぎ合わせた雑''1と
呼ばれる‘騎乗のための鈴を炎現しているようです。

展
示
資
料
⑦
立
山
山
旧
号
墳
出
土
人
物
埴
輪

展
示
資
料
⑧
立
山
山
８
号
墳
出
土
人
物
埴
輪

M

､

|’

I

展示資料⑨

立山山13号墳出土
人物埴輪

参考資料

立山山8号墳出士

人物埴輪 I

展示資料10

立山山8号墳出土

人物埴輪

◆貴人たちの装い◆

古墳時代の衣装については、残念ながら、多くは

解明されていません。湿気が多い'1本において、木

綿や紺、皮製11I1節は遺存しにくいのです。その'IA(で

も人物埴輪はﾉ<変貴_喧な盗料と‘;-えるのです、現ｲ12

私たちがよ< I Iにする時代劇の奄場人物を思い浮か

べてください。1 1本では独特の気{|炎の為、特に熊し
：′

醤い時期は風通しの良い、前閉じの祢物が朧んに満

られています。しかし、埴輪を観察してみるとむし

ろ現代の洋装に良く似ていると思いませんかcそれ

では、 紺に鵬示盗料を兄ていきましょう。

展示盗料⑨をご覧ください。これは「痔をつけた

脚」です。腰をよく兄てください。=I.満を閉じる鵬

||:が残っています。炎iillには細かな刺突が施してあ

り、！'#靴かもflIれません。靴をはいているのですが、

･ ｲjの文様があります。これはあるいは、!!"llを糊,,1

んで竹った綿み靴を表したものかもしれません。
. 」、

腱,爪盗料⑩をご党ください。これは「禅をした人

物」です。|11には2本の紐が衣現されています。背

1'1はjIjIII'I'l･の|､.あたりで交ﾉ農しています．残りが,，出

いのですが、他の資料から兄て、メ1A女と苫･えられま

す。iIII脈を注<"ために邪|篭なlllをまとめているので

しょう燭

・8・



◆入墨の風習◆
~ ＊ ↓ 『･

入墨の歴史は古いものです。『魏誌』倭人仏の!|!に
｡ , 〆j,贈ふ,． ，‐

|ﾘ)了･ﾉ<小となく、ff鯨而文身す。（中'略）今倭の氷
人、好んで沈没して伽合を捕らえ、文身しまた以っ

I _ 賭 ‘

て大魚・水禽をきらう。後、やや以って飾りとなす

洲玉lの文身各々異なり、あるいは左にし、あるいは

ｲiにしあるいは大に、あるいは小に、尊卑兼あ+)」

と淵:かれており、倭人が身体に入墨を施していたこ

と、それが大魚や水鳥の群を防ぐまじないであった

ことが考えられます。この調例をそのまま【li戦時代

に当てはめることはIII来ませんが、風習として人醗

が残っていたことが多くの人物埴輪から分かります

展示査料⑪をご党ください。これは「いれずみを

した韻」です。顔のみが残っていますが、航に施さ

れた入墨が線刻で衣現されています．全体像が小Iﾘj

なので、と§の様な人物であったのかは分かりません

展示資料⑪立山山13号墳出土人物埴輪

必

展示資料⑫岩戸山古墳出土人物埴輪

展示資料⑬

立山山8号墳出十垂飾付耳飾

◆はにわにあらわされた装身具◆

III燗時代の装身具は:iiにハ．長などの権威を飾るも

のとしての身にｲj･けられていたようです。それらは

縄文時代から続く呪術具としての勾芙や首飾()、朝
鮮隅から入ってきた冠li1やi侭飾付き耳飾')などが
") I) 、埴輪にもそれらがリアルに衣現されています。

腱,j讃料⑫をご覧ください。これは「上|､環をつけ

た人物」です。左側虹部のみが残っています。‘|棚|」
f '

は不|ﾘlですが、古埴から多く兇つかる金環の埼装例

して貰砿なものです。

展,jく資料⑬をご覧ください。この展,jく資料⑬をご覧ください。この

ン

「唾飾ｲ､1-j-l.姉」

は、朝鮮半島からもたらされたと考えられています。

短い鎖と糸|||かな装飾は["IY]としても級〃,のillli

値があI)ます。類例はいくつかありますが、熊本県

菊水町江出船IIIII,職及び、滋賀県鴨稲荷l l 1 ,1｢噸出土

のものなどがあげられます。

。9．



◆巫女のはにわ◆

げ持った典型的な巫女像です。袖部は織りを衣現し

ていると思われます。似た資料は各地で発見されて

いますが、代表的なものとして、兵庫県丹波町塩谷

5)ﾅ墳のAl<女像があげられます。

腱,｣錨料⑮をご覧ください。腱ｼJ〈資料⑭同様頭を

!Ⅷ|擶に結い、灘掛けをして座っています｡盗料⑩
l ,il"il!『斑を注<"ために邪魔な袖をまとめているのか

巫女は武人の埴輪とならんで人物埴輪の''1では、

中心的存在のものです。様々な意脈をもって竹られ

た人物埴輪のなかで共辿して兄られるものに、壷を

捧げ持つ像があります。

彼女はいったい誰にiIIM壷を伽けようとしているの

でしょうか。亡くなった首長に捧げるのか、新しい

首長に捧げるのか、思い描いてみてください。
E‘： 0

展不資料⑭をご覧ください。蚊を,島lll悔に糸!liい、
鄙 I 、 : J

筒袖の服の上に被衣を』M織り、裳をはいてill鮒を擁

もしれませんゞ

『蕊”‘雲

■ー

櫛 ’

展示資料⑮岡寺古墳出土人物埴輪

展示資料⑭立山山13号墳出土人物埴輪

。10．



◆墓を護る武人たち◆

武人埴輪もまた八K女li1様、人物埴輪群の!|'心をに

なうものです．~lす長が葬られた．占墳を‘,j縦するかの

ように、完全武装で表現されていますc

腱示盗料⑯はこれまで発掘された盗料から3分の

2ほど復原したものです。身にまとう鎧は推甲で、

識!)が表現されている痔が認められます。足間から
先が残っていないため、どのようなものを腹いてい

たかよく分かりませんが、ふくらはぎあたりの形状

からブーツのようなものをはいていた11J能性があり

ます、

ゴ

今

9 ＄！
、

。！＃

蝉

凸

展示資料⑱

岡寺古墳出土人物埴輪

員

●岡寺古墳について
（所在地佐賀県鳥栖市田代本町字太田）

杓子ヶ峰から延びる緩やかな丘陵上にあります。開墾等により
冒曾ご

墳丘全体が著しく変形していますがトレンチ調査から前方後円

墳であると考えられています。北側の畑からは多くの埴輪が見つ

かっています。当時のこの地方の有力な首長の古墳でありながら

石製品を持たない点が注目されます。

麺

４
芯

q岡寺古墳全景

・11．
、D△踊
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◆納められた武器◆

iif.なる風料の変化ではなく、むしろ、豊富な鉄製1W!

の測葬から、鉄の供給並の増加や富の集中といった

11;実を猯し,爪すものと考・えられます。今回の腱示で、

その幾つかのものを紹介したいと思います。

腱,j錨料:!?をご覧ください。この短甲は、県内出

|のものとしては、遺存が良好なものです。短IIIは

IIII1部をj:るために糊llするもので、 ll寺代によって幾
. 己 .: 2 ‐ ←

つかの刑式があります。本盗料は描矧板鉄鋲IW式知

l l lです。蝶悉も良好に残っています。

腱,｣錨料(18:をご覧ください。これは占墳時代に多

く川いられた1111:ﾉJで人ﾉJとも呼ばれています。中近

l1l:の1X: I)のあるl l水ﾉJと異なり、斬る他に突く機能

も併せ持ったﾉjです｡ ノj身に僅かに残った木質から

水のMi'jに納められて釧葬されたことが分かI)ます・

掘り及びI:|ﾉjの状態は残念ながら分かっていません。

腱,｣錨料19をご覧ください。ここに腱示されてい

る奮料は、鉄製の武器類です。鉄錐と鉄矛が腿示さ

れていますこれらはみな吏川!I,1，であり、当'1#の優

-ll｢戦のIIIIj#fIY1の!|1には':i<器や、儀器の他、数多く
＆

の武器・武11が納められています。これらは、悠溌

から葬られたﾀ關・を磯るものと考・えられています。

！{,墹時代も!|1期になると釧葬IY!にも変化が現れて

きます。初期の|ﾘf術的様ｲ:'1が薄れ、武具や蝿風など

の実川1111,がii流をlliめるようになります。この事は、

れたIMIW!です。

展示資料⑰繁根木古墳出土短甲

展示資料18塚坊主古墳出土大刀

1w1 鉄
雛

鉄
鉾

展示資料j9国越古墳出土品

・12o



Ⅲ供えられた動物たち

動物埴輪はいつから作られるのでしょうか。初期

に作られ始めたのはおそらく鷆形埴輪と考・えられま

す。鶏といえばまず、思い浮かべるのは朝をi!iげる

あの独特な鳴き）{fでしょう" I1I戦時代の人々にとっ

て夜の間は、悪霊たちが歩きl''lる‘懲まわしいI1#間で

あったに違いありません。､11時の人々は{Iﾘよりも夜

ﾘlけが待ち遠しかった'liでしょう。

彼らは何じょうに占域に搾られた死村にも悪霊た

ちが決して寄りつくことがないよう柵っていたはず

です。それらの堺象から、初期のlli埴には鶏が多く

供えられたのではないかと考えられます．

他にも、猫、鹿、41,1;、猿、水鳥、魚、 ノヒなど様々

な動物が供えられています。

この中でも馬形埴輪は武人埴輪とともに数多く竹

られます。猪は狩りの対･象として、狩りを手伝った

であろうﾉととともに、埴輪として竹られています。

その他の動物埴輪も様々な意匠を凝らして件られて

いきますが、供えられた意味を知るにはまだまだ、

盗料が少ないようです。

展小資料⑳をご覧ください。鞍を満けた馬形埴輪

です。鐙と載紐が｣寧に表されています。

展示盗料⑳をご覧ください。鴎形埴輪です。鷆冠

が表現されており、雄鳥だと分かります。朝をi!iげ

る表怖が良く表されています。

腱,jく資料諺をご覧ください。猿形埴輪と考えられ

ています。細かな造作はありませんがおおらかな衣

情が良く表されています。

-B

形馬

毫雨

L展示資料22

立山山8号墳出±猿形埴輪
1

味

釦

Ｆ
や
閑

悪
心

、
参考資料(猪）

立山山8号墳出土猪形埴輪
展示資料2j､‘

岩戸山古墳出土鶏形埴輪 r畳

蘓 軽鶏
・
２
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＜まもとのはにわ

熊本では現在、59ヶ所で埴輪が検出されています。

その内、形象埴輪が確認された箇所は僅か20余りで

す。発掘事例が少ない事を差し引いても、多くのTII

埴では形象埴輪があまり供えられなかった事になり

それに代わるものがあったのかどうかについ

これから考・えていかなければならないでしよ

ます。

ては、

う。

■焦菫蔵礒古墳のはにわ
腱示盗料⑳をご覧ください。島山糯を紬った

・ｩ 、 ｡ ，． ，.

』K女と考・えられる人物埴輪です。顔而に赤色顔

料が認められます。叫部と髪部は外れて残って

いません。また、胴部も見つかっていません。

●虎宅蔵塚古墳について
（所在地菊水町江田字清原）

ぜ ．；乙

菊水インターの南、清原台地上の清原古墳群中にありま
-』 ｡ ,

す。昭和50年度と昭和60年度の調査で全長52海の帆立貝式

の前方後円墳であることが分かりました。周満からは円

筒埴輪や人物埴輪頭部が見つかっています。墳頂に虚空蔵
菩暇がまつられていたことから、この名前がつけられまし

た．

展示資料⑳

展示資料函

やつしろおおつか

■八代大塚古墳のはにわ

展,jく資料⑳をご覧ください。島田器を結った

巫女と考えられる人物埴輪です．顔Imに亦色顔

料が認められます。耳部は外れて残っていませ

ん。また、胴部も見つかっていません。

●八代大塚古墳について
（所在地八代市上片町字下野森）

0 ，； 山2 .ロユ・L － 暫一 ずく 角宅：で.玉

龍峯山塊の西麓に近い、沖積平野に造られた前方後円墳

です。全長55.7海、後円部の直径28薊、高さ8.9薊を計りま

す。周濱中より人物埴輪や家形埴輪片、円筒埴輪などが見

つかっています。これらの遺物から6世紀初頭に造られた

と考えられます。

・14。
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石人･石馬の語るもの

『筑後風-上記』逸文にﾉし州雌大の勢力を誇った朔|：
｡ 私 ･し 1 ，t

の蕊の記述があります。これらｲLi人石馬に代表さ
、，

れるｲ･i製品は九州北部を!I1心に5111記から6UI:紀に

かけて催んに作られます．このｲLi製IY!の分布と作ら

れた時期が、磐外の影群|､,にあった地域と影群ﾉJを

もった時期と合致するので近年では、磐jl=を象徴す

る遺品として注|’されています。しかし、禿ﾉIの起

源が未だ解Iﾘjされておらず、謎の多いものです。

その用途については、他の初期のi{｢噛における器

材埴輪とliil様域丘上に,fてて償かれた}I;例から、威
丸 I

儀具、あるいは儀礼典として用いられたと考えられ

ています。

うすづかせきじん

■臼塚石人

『鹿本郡誌』にその存ｲfが確認されています。現

在この資料は熊本県立美術節本館に所蔵展>Jくされて

おり、本館では地|､.の装飾II峨索にレプリカが腱,｣く

されています。
、‐ ィ ":‘

凝I火岩製の武人像で短IIIを身に着け、背中には矢

を納める靱が表現されています。

kiniの- i角文は煙lllの怖造を丁寧に表現したもの

です。また、表側には他かではあI)ますが、赤色顔

料が残っており、作られた､'111寺は全I＃iが赤色で嶮ら

れていたと考えられます．蚊部を失っています。

霧篭謬

＃
P

臼
塚
石
人
レ
プ
リ
カ
（
本
館
所
蔵
）

篭錘蕊
蛎曾篭蕊

蕊

●臼塚古墳について
露

（所在地山鹿市石字臼塚）

山鹿市役所の北西1800薊の微高地にありますbかなりけずられ

＝淫三芳

… 2識

ており、正確な墳形は不明です。現存高4.5爺、現存径約22ﾙを計

りますc6世紀前半に造られたと考えられています。出土遺物は

埴輪、須恵器、鉄鍼各種玉類があります。

■姫ノ城古墳出土さしば

腿,j〈資料⑮をご覧ください．凝灰岩製のさしばで、

ルl i!!のﾉくきさを計I)ます。岐近発掘された17例か

ら、当時は全IAIに赤色顔料が雄られていたようです。

のつ

●野津古墳群について
（所在地竜北町野津一帯）

野津丘陵一帯に広がる古墳群で火ノ君につらなる古墳ではない

かと考えられています。調査が始まったばかりですが、墳形と出

土した埴輪から5世紀代に造られはじめたのではないかと考えら

れています。

展示してある資料が見つかった姫ノ城古墳は前方後円墳です。

この古墳から円筒埴輪をはじめとして、数多くの石製品が見つか

っています。

展示資料25

･15･

掴
毎邑r吾
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熊本県埴輪出土地名表
■

一

番号 遺跡名 所 在 地 遺構概要 形象埴輪 その他時期 円筒 朝顔 壺形

三ノ宮古墳 1肋物.ノ 吹装ィiﾉ、1 朧雌ll'1､~j!:;ll･j･2"I11ﾒL 前〃後l'1": "156L lﾘリ

&|〔噸は轆穴｣上仙l lｲ峠
他に’ノ,l;, 1 ilIM1. ij )

2 別当塚古墳群 ；flf11｣ 1,.艸川"j｡2In111 (#[11,jIWIII)l'jji 叫噸44？｜嘩齢05(●､【|’

溌洲梯のため,i"lllｲ《Iﾘ13 塚山古墳 紺色,I｣. l､. jl;川'l･:I/l l l 1|ﾘ1

稲荷山古墳4 臘騎｢II繁椴水賜塒 前ﾉj後|】l埴>（､ !'’

印鋪神社古墳5 1羽'i｢1I桝陳i: |jl豐内 f iﾘI

伝佐山古墳 |《塒『|j蕊根木↑z北 IﾘiｲⅢ地41ﾘ16 lIl戦;35i (

iiﾉﾉ.ifl 'jiri 78

似､〉もI_<Iよ家？)（､イ〈

7 院塚古墳 lif'illlll#il11町|Mllll･j･:頗塚

8 塚坊主古墳 li佑郡葡水Ⅲ｣瀬llli･:1,'i水I; 6〔初 iﾎﾉﾉ.ifl'jtff : l7 喝‘〉・人物の椀舟|”

虚空蔵塚古墳9 |息祢il輔ｲ<町iIIII'iEiﾄI『腺 ﾉ、物蚊那I典'朧16(. liiiﾉJ.ffl 'jifr : 53

10 江田船山古墳 崎'i郡菊ｨ<l111.i 1 11 I '榊i'ilMi

|4"M瑚水lll1.1 1 :1I附自ir'il1i;

）

3(ff li$ﾉJ･"I'jjfi : 61li$〃後I'jjfi : 61

1 1Wi 22j

lliIﾉﾉ後'11噛？

ト

11 京塚古墳 塒のINliWIj .> 人物I＃1部3（､ ’i」

椿山古墳12 l."Mi燗水ll11."ll l ｹ目|'I{I ｲr1ﾘ！

13 塚の神古墳 |,滞郡ﾉ<水llll.#lilil兇サ穂ﾉL 噛
埴

Ｉ
ｌ

ド
Ｉ

ｲｨIりI

14 經塚古墳 l銘郡ﾉ&水H1｣~#lil1l兇')撫場

lf椚郁ﾉく水|111.､ｿ花'i藍火啄

|1 1WIIj{i'卸I塚

lll脱『1jｨI･ig金雌壕

15 大塚古墳 |[l ji'!

16 臼塚古墳 i '｣域: 28.() 人物 武装イ【人16（~ 111

17 金屋塚古墳 |$lji'i 3()

18 双子塚古墳 塊ｲ<llli鹿央町Y+IMI'i･2jXlli{ 3（ IIf〃後|"l()7

19 高熊1号墳 脱ｲくIIIWi水町11,.IXI 'i二尺神､｜

肥ｲⅧlll1i水町【隙,'i'i:<":

消池I|j*+ll j:"#: |､.1A｣I!I(

墹池部L:城Ⅲ1.心も蛇｣蕊

前〃後i '1ii'i :61.5,‘ flﾘI6（

20 大塚山古墳 iく IﾘI 棚

21 フタツカサン古墳 lilﾉJ.ifl 'ltri : -11.8 人物.〉 ｲi人l !塊地保｛I:(〕〔伐

蛇塚古墳22 iiii〃後|II｣(!i ﾉ、物.> , l1l.>

23 長目塚古墳 |;''ll"liの桝町I I Ijim'j':I繊掛

li''l藤川の桝町i l ! .im'j･2k職ｲ』:|

熊ｲ魚IIjilul 1 13」Ⅱ樹ノ埴

l益城#|蛎島町jI寺';:揃朧'殿

iliI〃後Iﾘ域： 111．5

1ifiﾉJ･ifl 'llfi : 65.5

〕（

24 上鞍掛塚古墳 ）（

束噛川l イ1人l
(他に2鯉の11,.｣1'iｲ”

25 富ノ尾古墳 jii〃後|IIjil .> : 3()(〕（ I引

26 井寺古墳 l 'jiri : 2()bLNil

27 琵琶塚古墳 ﾄｰ舵城ill"IWj町塚l鼠‘；:ﾒLIII IMIﾉjifl 1lji'i ｲ《|ﾘ』

28 松橋大塚古墳 |､~椛城llli松愉町松愉．』･日ﾉくり1 iiiﾉﾉ後Iﾘ戦：79

29 前田遺跡A地点 |､.碓城郡松愉町松陥'1･g liiIIII fllj 1 IIl

山下古墳30 |､.硴城郡恢鵬町i',1%L[1 IJj id6〔､11’

・18．

譲識



■■■

雷暑|遺跡名｜ ”ゞ ” ’ 円筒’時期’ 遺構概要 朝顔 壺形 形象埴輪 その他

31 スリバチ山古婚 』＆ I 『|ji'l'行I11Ii自水行 IC催 前〃後I【ltif :96&

32 迫ノ上古墳 j: IIIj;ilifrll11. j･池ノ I 前〃後i I1i(Ii : 54!！（､【l’ ）

神合古墳33 j･:l'lJ神作町'i･1ju")lii l '1 jri

34 羅貝塚 i･:l'lJ洲｢卜のllll."[ll'ii iil似,11戦.？ｲ、 ｜ﾘ』

35 西岡台遺跡 j & { 1 11;i'l'.l.ljll1l~･ｹ:『,I|&'M ｲﾐ Iﾘ’

36 向野田古墳 i･: IJil松l l l llll. i'晉合野|H ;il･形ｲiﾄ1･1Ijij力疑''1賊？88.5i，！〔､陵

訂

37 石ノ瀬遺跡 j:l'li{i'1,蹄N1 ｲ《 lﾘ｝ )iI･形イ】繩）L lil

38 国越古墳 i': IMIj小知火II:1'1を崎1 I:l& |耐〃後|'11ir ;62.5 ﾉ､物・鵬bLfil

39 弁天山古墳 |脇イ如火ll:l.lを崎弁ノミIl 伽〃後|:lifi 53.5lL,催

道免古墳 i･:｝柵ィ加火IIj.災崎j幽蝿40 I I1 jif 人物

鴨籠東古墳41 i': 1棚】イ抑|火IIl.1を崎城の趣 域l荷ドi減によ;ノイ《IﾘI 表形ｲi縮 i嵐弧文’〕L使

塚原平古墳 I'I ji'i42 1部イ知火町『紬'4･j･tjXili(f 6(if

ノ、物・武人
!､物蚊部1kiｿ

八代大塚古墳 'l代1 l '1J'iiiIJ'ig r.l11" 6Cilil43 ﾙ〃後|:lji!I 55.8

44 長塚古墳 1､代'i]1j'【町'i: illi" Iiij〃後l 'jifi

鳩山古墳 ﾉ＼代'lil l奈久賜挫町雌1 1 145 ｲﾐ ｜ﾘ』

l ' l ti'l竹原古墳 八代111竹｣ﾙ!lil｣.竹lliii'l'il:境lj146

47 高塚東原遺跡 ﾉ、代朏,､鯉上1I1I11M塚'｝gj"' 〃形l,'ili佛鼎

東新城古墳 ﾉ､代IIIj瞳北町1WilK#哩叶城 ii〃後l 'jiff 6548

ｌ

』
ひ
弗
叩

駒
川

聾
矧

Ｘ
３
１
１

似5

機1 ｛姫の城古墳

中の城古墳

｢､代llli噛北11l｣.火騨j:北｣| 舸方後I'jlfi : 8549

前〃後I Ijifi : 98 ll'i催埴輪150 !、代郡瞳.北Ⅲ1.l!fi lt）gr.北[ l l l

人物閏祁･ノ
Mj形地'輪'>"･>

端の城古墳 ヘ代!Ⅱ蹴北lil｣.i'f|1上'j･日 {･北I|I| fll〃後l 'jji( : 6251

＃i〃後l'1"52 大王山1号煩 ｢､代郡桝lli(IIIl.II;.ld ﾊl･形ｲI縮

r､代iil耕脈l111. ,1';#il1･j･21判")迫 |zlji'i : 2653 園の迫古墳

岩方てC古墳 ヘ代il;1:filj[ll11~ I1':神'j･:ｨ抑 |lli'i : 1954

蕾園1号煩 ﾉ'、代i!|IWIII(ll11. ､I':神.j･:洲《:|55 |【〕 ri

野寺遺跡 へ代#|;'l;flli(ll11. ,ドI%[･j｡:1!j; ' 1〈 ｜ﾘ｣56

有佐大塚古墳 ﾉ､代lil;"l111. l､~ｨj佐'i':ノミ｣Z 削り.ifl 'ljil57

卵
一
弱

カミハナ1号煩 ノ<''繩|職ルllll.介i l上水ilM l 'llri : 13

イ1人1

1束刺fil !』':I#物館戯1
チブサン古墳 ''1呪巾職i･g 1吋淵､I 航〃後l'1jrr &lrl〔》Lllil

･19･
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県石製品熊本
⑥

空＝

形象埴輪|装飾古墳I 備 考石製品の種類遺構概要番号 遺跡名’ 所 在 地 時期

武焚ｨ【ﾉ、］三ノ宮古墳 紺色lliWi:|41､IMI 6(ご初 Iiiﾉjifl'jlfi : 371

li(jXI11埴:二
伸･〉ものか

武装ｲj人l '象形ｲ】製&jl
轆掛形｛i製Y, (朱堆I) ' 1

2 |とf'IMi澗水lll1･ﾉ<'i･fiIii l ' i･2i,Iil!ji Iﾘ」不 B月 fll! １

武装(】ﾉ、1 籾を[1)臼塚古墳 i Ij噸、|伽Lg式ｨ,隼3 111WIIIﾉ､こ i･巳ｨj'j･g l~ |塚 (）L I3l

チブサン古墳 i伽jifi'"･臘火Wit {i人14 IIWMII】ﾉく'i･城i:|"ｲ柵.1｣ (〕〔 111」

5 フタツカサン古煩 liiﾉ樅i'l浦ゞ胤穴式ﾉ,も ｲ【人1縦也1l｣イミIII 」 ｲ、 ｜ﾘ』

イi人l

;イノIKL,1i鏑より'膳在か
富ノ尾石人6 熊小IIJ池l ll3111符ノ尼 ()[､|刑 ｲ、 iU

7 今城大塚古墳 lii〃樹'1jri ･剛穴式{i＃|､_侭城lilifi1li}lll1.i,til {ili:1 1(､（御

"|!''"'吠鎮形{i+1|石之室古墳8 1，.硫城11li城Iijllll塚lii 催の刑1

9 北原1号墳 l､.統城川城ifjllll."111! flﾘIMI I｣I:求形ｲI柿 ll'1形ｨI製11,1, 16〔､ '|；

10 姫ノ城古墳 ヘ代#|;砿.|上N｣.ﾉくり］ lli〃後II｣戦 籾・鵠"!t'ji l 冊l j l1《 ｜ﾘ｣

天堤古墳11 /､代#|;准北l111.ﾉくりI 前〃後1 1jji'i 縦i嬢l ・禍1 1 1i lll

12 袈裟尾高塚古墳 伽uilj製炎ld,Wj｣易 l '1端拙穴パイ】胃 似1｛）L徒

13 不 B月 卿池朏Ljkllll.'｣野崎 f lﾘI
７ｂ

ｌ
Ｆ
８
ｒ
Ｄ

■
４
ｒ
９

口

■

Ｄ

製１イ
グ
ノ
〆ｆｊ、

勺
Ｊ

ｒ
ｐ
Ｆ
ｌｌ1《 Iﾘ」

イ1ﾘj

亀%kX(,.2c)霧卿謝,",:i: ご糊jj
14 八代大塚古墳 I､代III Iハ町卜・閥 前力簡｢lE(II(》LIllj

･20。
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四

展示協力者･機関

本企凹展の開催にあたり、貴重な安料･のIIW!帷ぴに

'ﾉj:典資料を提供いただきました所蔵若・筈理者のﾉﾉ々、

またご指導、助i ;.をいただきました方々は次のとおり

です。お名前を記して感謝の意を表します．

協力機関

汁ﾉ 1111歴史盗料鯨、,j･｡Mi教育委典会、落合1111.教育委

典会、九州大{:j::glI｢''MI:究案、熊本県教育委員会、熊

*'lj,γ博物館、熊本ﾉ<帝考古学研究案、群馬県立歴史

陣物館、占代ll｢術文化財センター、城南町歴史M#哉

料館、津山弥ﾉﾄのIII文化財センター、鳥栖市教育灘i

公、那珂川町教f『灘i公、八代II敢行委旦会、八代'ij

1‘ﾉﾐ|#物館ルミ米の森ミューシアム、八女市教育委興会、

瞳北1111.教育委興公 (敬称l略･nli'f順）

協力者

赤lllf肱男

江原満司

切|ﾘ」友j象・

il\l l l*lli!!

I苛水恭一

､IW進・

松本健郎

岩村

水村

佐膝

島津

Wll

稲本

植野

清Hl

澤閉

勢卜H

1リ|：

藤獺

':-|‐

論代

純

股火

I黄行

泰男

被博

i,f順）

ｲ『原

小郷

IIIﾉ心

茂

尚水

柵原

昭ミ

ノ鮒Ii

ll｛側l

xIIH

紘・

fj?-

(敬称lilff

i7i

利､'4

瞳之

FII"

IIX

透

・21。
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参考文献

本:＃:の作成にあたり、1，.記の・般IXI#:: ･ {iﾙ先,論文・発捌洲査報i'i#･腱ﾝj<IxI録呼を参考

引川させていただきました。ここに感謝の意を表します。

一般図書（発行年順）

照板勝災柵1951年

jl:上肢雄拷 1970年

水ﾘ]; ll(好將 1971年

和川 縦篇 1973年

" illi W 1975年

噸Ⅱl i,'i ･" 1976年

:(Ljl: ll進蒋 1977ｲ『

近膿疑郎群 1984年

Yililf '|i也將 1984イト

l'lイI太郎群 1985ff

ｲI野｜#偏糀 1985ｲI:

森 il'i ･iWi 1987ｲ『

|;l･ jl:袖雄他苫 1988年

ILI{i太・郎苫 1989イド

梛川比,''Iぷ糊 1989年

|璽IイI太郎糊199()年

辰u fil"･" 1992年

排松良": 1992年

『新[汀墹補閏史大系〔杵及版〕！｣本苦紀 liii薦』 Iiilll弘文館

ｱ火の1'il」学生社

I｣直,陥典能諭」『Ili代のIIM2 角川11;:l,ij

｢婚の堆礎的考察l『倫集終米期古墳』jifii'l:Iﾉj

F蕊地』 l l本占代文化の探究社会思想社

『埴輪の1II代史』新潮祉

｢"i･りの継承」『}偶埴輪』u本陶磁余集3 1 I 1央公諭祉

『前ﾉj-後I'I墳の時代j Y卜波III:1,ij

FIWII1#代の知識』 .g･ ,11.'1:Eシリーズ⑲’ 東吋(た術

f1'jj･i'iの知識I」砦,ir'､j::j/リーズ⑲’ 東助(庭術

ｱ形象埴輪の出I状況』第171111埋蔵文化財.研究会浅科

｢シンポン．ユウム鶏の塔- 1 1I判『同志社ﾉ<'､j::文'､j::部拶.占学資料lj i:i1.&il:ﾉ<

字111墳の知識11函考,'i.'.j:菖シリーズ型東叶嵯術

:"111埴の造られた時代』||ｲ鳶のあけぼの5ilji l l新聞社

["111代史復原占噛時代の［とlも衆』識謝l

『II1代史復原古墳時代の｜刻1瀧談社

『埴輪と絵l'l1iの古代'､j::4 1 'l水祉

I 111:'kの祈りと人物埴輪_埴輪群像は婚をlljJ)1している－」

『束あじあの古代文化72リ ノ<和司1打ﾉ；

｢I1I墳Ⅲ埴輪」亨1I1戦時代のliﾙ先』 9 "II IW

『II『術の移・III学的liﾙ先』 ( 1) I I I 1場新聞祉

ｲ1M!j; |!馴崗轍: 1992fl

近藤蕊郎綿 1992ｲ’

発掘調査報告書・県市町村誌

乙締刺雄編 1965年 ｜鋪竜山前」ア熊本縣‘誰j熊本県

llll牌艇･ド．橋本惣而l奥ｲⅡと 1978年『中l 1 1.i堂跡』然合町教育姿興会

IM1l鳴腱純．賊山俊郎 1981イト限瀬高洪迩跡M.鳥取県教育文化財l･jl

尚水 II文柵1984年 『熊1xu!礫飾古墳総合,洲從報ifi:荊熊本県教育委興会

藤棚禎博符 1984年 『|剛､\前ﾉj後IT賊』鳥取IIJ教育委員会

,'flklﾘIi\I I I宗順 1987イド 『八代ﾉ<塚IIIj剛八代ﾉ<塚III墳洲従|､I1 ･八代'l'教育姿i.iff

i\III Mfﾉﾐ他 1990ｲ|: !llil''l.川町の文化財@I IIj珂川町教育委興公
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あとがき

さて、煙い間ですが、ご覧いただいてどのような感

想を抱かれたでしょうか。黙して語らないこれらの迩

物とli1かい合って公,折する、それが考-III･学なのです。

今l''lの企lll'i腱のタイトルは「はにわの拶I}了'判とし

ました。これには、ご覧いただいた淵兼に、腱ﾉjくして

ある資料一つ‐・つと会I荊を交わしていただきたいとの

想いが込められているのです。

\!'r学とは、けっして難しい'抑jjではありません。

まず||のliijのものを、興味をもって観察することから

始めましょう。すると、今まで兇えなかったものがき

っと兄えてくるはずです．この腱,｣くを迪して「碁l11.'予:」

がより身近なものになることを願っています。

199'!年llj13I I

錫
晩

鱒
膠
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